



































































Educational Benefits of Related Specialized Subjects











































































































































































































































































































































































































































































































































開講時期 受講生数 在学数 履修率（％）
Ｈ 24 前期 17 17 100.0
Ｈ 25 前期 15 20 75.0
Ｈ 26 前期 13 16 81.3
Ｈ 26 後期 10 16 62.5
Ｈ 27 前期 13 15 86.7

















1（H17） 8 23 34.5
2（H18） 5 31 16.1
3（H19） 4 25 16.0
4（H20） 8 21 38.1
5（H21） 8 29 27.6
6（H22） 10 24 41.7
7（H23） 13 30 43.3
8（H24） 13 17 76.5
9（H25） 12 23 52.2
10（H27） 10 16 62.5
　資格を取得するためには受験料が必要となるが、
2 年次の夏季休暇を利用し、集中講座を設定するな
ど資格取得の支援を行っているため、多くの学生が
挑戦し資格を手にしている。就職先でも必要な技術
であり、就職の際にも有効な資格となっている。
6　おわりに
　製菓衛生師として必要な知識や技術を身につけ資
格を取得するためには、国家試験に規定されている
教科を中心にカリキュラムを編成しなければならな
い。本コース開設から学生を見ていると、製菓に対
する熱意あふれる学生が多く入学し職場に就いてい
る。自らが目標とする分野に対して技術の習得には
熱心に取り組む姿は、年度が違っても変わることが
無いように感じる。
　しかし、興味ある分野から少し離れた知識や技術
に関しては、興味を持たないのか、その分野の存在
さえ知らないのか、判断できないこともある。短期
大学の教育は、専門学校との差異があるべきだが、
その差異をどこに設定するのかが課題だと考え、幅
広い教養の一環として特別講座を開講し、オリジナ
ルの教科として設定することができた。
　その中で、ラッピング講座は資格取得へと、コー
ヒーや紅茶は独立した科目として技術の習得が可能
な条件を整えることが出来た。
　ただ残念なことに、他の分野に関しては、その瞬
　紅茶は特別な器具を必要としないため、比較的高
評価をつける学生が多い印象を持った。
5　資格取得
　「トータルコーディネート」という科目は、学生
に興味関心のない分野を紹介し、出来るだけ視野を
広げてもらいたいという気持ちから開講した。しか
し、受講前からその分野に興味関心を持つ学生がい
るのも事実である。
　これまでの卒業生の中では、紅茶の好きな学生が
紅茶の講座を通じて知り得た「紅茶コーディネー
ター」の資格を通信講座で取得したこともあった。
が、これは稀なケースである。
　多くの学生は、新しい体験に興味関心を持つもの
の、その後いつの間にか薄れていく。
　その中で、本コースの学生が資格取得に向け関心
を持つのが、「ラッピング」である。
　製菓衛生師養成施設協会では、平成 27 年度より「パ
ティスリ ・ーラッピング検定」を開始することになっ
た。また、製菓店での販売のプロとしての認定資格
「ヴァンドゥーズ」の認定試験においても、「商業ラッ
ピング」が実施されている。このように製菓業関係
では、ラッピング技術が重要視されるようになって
いる。本コースではラッピングの指導者が、㈳法人
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間の興味関心を得ることが出来たという効果しか見
ることが出来ない。これを持続的な興味関心につな
げることが、幅広い教養をもった製菓衛生師の養成
につながるのではないかと考える。
　本コースの定員を変更したことが、逆に学生一人
一人の意識を把握するチャンスになるととらえるこ
とが出来る。そのためには、現在の講座内容を、実
情に即したカリキュラムに構成しなおすことも含め
模索していきたい。そして今後は、一度開講した講
座内容から、それぞれがより深く学びたいと思う分
野を選択し、卒業後も継続できるような環境作りを
検討していきたいと考える。
